
⽴花︓⽴花です。2024年 3⽉期第 3四半期の決算概要について、ご説明いたします。 

4ページをご覧ください。 

第 3四半期累計実績のエグゼクティブサマリーです。 

売上⾼は 3,265億円で、前年同期⽐ 109.3%とほぼ 2桁成⻑となり、過去最⾼の売上⾼になりまし

た。特に、⽶州、中国、APの 3地域はいずれも好調で、現地通貨で過去最⾼を達成しています。

EMEA地域は、COVID-19検査がなくなったことと、ロシアの影響。⽇本は COVID-19検査減少の

影響がありましたが、これら 2地域は前年同等の売上⾼を確保しました。 

中国については、後ほどご説明しますが、外部環境の影響はほぼ出尽くし、当社の対応も進んでき

ているので、ニューノーマルなステージになり、着実に伸⻑しています。 

営業利益は 542億円、前年同期⽐ 99.7%。売上⾼の伸⻑や原価率の改善により、粗利は増加しま

したが、販管費の増加や、その他、営業損益の影響もあり、横ばいとなりました。販管費の増加

は、インフレ影響がある中で、当然、各種効率化に取り組む⼀⽅、将来のための積極的投資も不可

⽋で、研究開発や、⼈的資本およびデジタル化などへの投資を⾏っているためです。その他営業損



益の影響というのは、前期に⽕災補償⾦が 19億円という営業利益プラスの特殊要因がありまし

た。これらの結果、営業利益は横ばいとなっています。 

ロシア影響は、昨年の第 4四半期より発⽣しており、ネガティブ影響はこの第 3四半期までです。

COVID-19検査需要減の影響も第 4四半期に軽減するため、ネガティブ影響に対するリカバリー効

果が第 4四半期に、より発揮され、通期では対前年増益になると想定しています。 

第 2四半期決算発表時に、為替前提、原価率、販管費と研究開発の通期業績予想を修正しました

が、そのときの第 3四半期の社内想定に対して、売上⾼、原価率、営業利益ともに想定に近いとこ

ろで進捗しています。⼀部、⽶州で 3Qに売上を予定していたものの、⼀部が 4Q以降に期ずれし

ましたが、それを除けばおおむね計画どおりです。 

これ以降のスライドは、全て対前年⽐較でご説明いたしますが、各スライドの重要ポイントのご説

明に時間を割きたく、記載内容を読み上げることは、最⼩限にさせていただきますので、ご了承の

ほど、よろしくお願いいたします。 

 

6ページをご覧ください。 

決算総括です。 



為替は、右下に記載のとおり円安に推移し、コメントの中段に記載のとおり、売上⾼、営業利益に

プラス影響となりました。 

売上⾼から営業利益までの詳細は、後ろのページでご説明します。 

四半期利益は法⼈税の増加があり、2%の減益です。なお、税率は 32.5%、前年同期と⽐べて 1.3

ポイントアップでした。 

 

次の 7ページをご覧ください。 

事業別・分野別の売上⾼です。 

ヘマトロジー分野は新興国や中国を中⼼に伸⻑しました。尿分野は、新製品 UF-1500の効果もあ

り、為替の影響を除いても 2桁の伸⻑。FCMも少し存在感を⾒せ始めました。そういう中で、⾎

液凝固分野は低い増収率ですが、前年度 3Qまであったロシアへの出荷が 4Q以降停⽌したこと

や、シーメンステリトリーでの低いパフォーマンスが原因です。免疫分野は、中国で伸⻑しました

が、⽇本における COVID-19検査需要減により、若⼲の減収となりました。ライフサイエンスは、

⽇本では肺がんマルチ遺伝⼦パネル検査の売上が好調に推移し、EMEAでは OSNAの販売台数増

加がありましたが、⽇本における COVID-19、PCR検査の需要減により、減収となりました。 



メディカルロボット事業については、後ほど進捗をお話しします。 

 

次の 8ページをご覧ください。 

地域別・品⽬別の売上⾼増減です。 

円ベースでの売上⾼は、ほぼ前年同等となった⽇本は、COVID検査需要の減少が要因で、その他

の地域は全て増収、品⽬別も全て増収となりました。現地通貨ベースの売上⾼を⾒ていただくと、

⽶州、中国、APの 3地域は、いずれも増収で過去最⾼の 3Q累計売上⾼を実現しています。特に

中国と APは 2桁成⻑を実現しました。EMEAのみほぼ横ばいとなっていますが、ロシアと

COVID-19検査の特殊要因を除けば、5.4%の増収です。 



 

次の 9ページをご覧ください。 

⽶州の状況です。 

冒頭で申し上げた⽶州での売上の期ずれですが、⼀部出荷・検収遅れにより、4Q以降に期ずれし

た分が約 11ミリオンドルあります。4Q中にリカバリーすべく、鋭意努⼒中です。ビジネスのほ

うは記載のとおり、⾮常に順調で、Labcorpで⾏っていただいているアミロイド β検査試薬も堅調

に推移し、3Q累計売上⾼は 1.4億円となりました。 



 

次の 10ページをご覧ください。 

EMEAの状況です。 

ロシアと COVID-19検査の影響がありましたが、直販化したサウジアラビアやスペインが伸⻑し、

現地通貨ベースで前年同期並みとなりました。特殊要因を除くと 5.4%の増収で、なお、ロシアに

おいては、前年度 3Qまで通常ビジネスをしていましたが、4Qからロシアへの輸出禁⽌品⽬が強

化され、4Q以降はそれまでの 5分の 1程度の売上に低下し、それが今も続いているため、今期

4Q以降は、各単四半期の対前年⽐較ではマイナス影響はなくなるということであります。 



 

次の 11ページをご覧ください。 

中国の状況です。 

右下に、今期 1Qから 3Qまでの売上⾼推移を⽰しています。中国における当社のビジネスは直販

ではなく、代理店への販売ですので、代理店の購⼊特性により、季節変動があります。1Qと 3Q

は低め、2Qと 4Qは⾼めという傾向で、今期もその傾向となっています。3Q累計売上⾼は、現地

通貨ベースで前年同期⽐ 110.8%の 2桁成⻑、過去最⾼を実現しました。 



 

次の 12ページをご覧ください。 

中国市場の状況を少し補⾜いたします。 

上半期の決算説明時に中国の市場で起きていることと、当社の対応や⾒解をこのような図でご説明

しました。その後、3カ⽉たち、どのように変化しているのかを緑⾊の⽂字で書き加えています。 

まず、政府調達⽅針については、ほぼ全ての公⽴病院の機器⼊札案件に中国製という条件が付く

中、当社は機器の現地⽣産を進めています。 

詳細は次のページ、13ページでご説明しますので、ご覧ください。ページを移っていただければ

と思います。 



 

これまで、ヘマトロジー分野のハイエンドシステムも含め、6機種の現地⽣産を⾏っていますが、

この 3Qには、新たに 3機種の薬事認可の取得を完了しました。そのうち、尿検査の UCシリーズ

はすでに販売開始し、ヘマトロジー分野の中⼩型タイプの XNシリーズと⾎液凝固分野の CNシリ

ーズは、4Q中に販売開始する予定です。 

それから、現地⽣産品ではなく⽇本製ですが、ヘマトロジー分野の最新機種 XRシリーズのスタン

ドアローンモデルの薬事認可も 1⽉に取得できましたので、この 4Q中に販売開始を予定していま

す。このように、中国で販売する機器製品の薬事認可取得時期は、当初想定よりも早くなってきて

おり、当社のビジネス拡⼤にポジティブな状況になってきています。 



 

もう⼀度、前のページ、12ページにお戻りください。 

次に、腐敗防⽌運動についてですが、運動そのものは続いており、最近は軍関係者にもメスが⼊る

という報道がありました。しかしながら、当社のビジネスの領域では、3Qに⼊ってからほとんど

影響はありません。 

次に、集中購買についてですが、昨年 12⽉に、安徽省を中⼼に 28市町を対象とした免疫試薬の

⼊札が⾏われました。従来の病院購⼊価格から約 50%引き下げないと落札できないということで

すが、当社も対象項⽬全てを落札いたしました。具体的な取引は、4⽉以降になる模様です。 

価格を下げる部分は、基本的には代理店マージンを引き下げることで⼤部分カバーする考えであり

ます。当然、試薬の原価を下げるという活動も並⾏して進めます。いずれにいたしましても、過去

数年間はコロナ禍やいろいろな政策による逆⾵が吹いていましたが、当社ビジネスに影響を与える

外部環境要因はおおむね出尽くし、当社の機器現地⽣産も順調に進んでいますので、ニューノーマ

ルなステージに⼊ったと考えています。 



 

2ページ進んでいただいて、14ページをご覧ください。 

APの状況です。 

国別に⾒ても、分野別に⾒ても⾮常に好調で、コロナ禍が始まった 2021年 3⽉期を底に、2桁伸

⻑率の⾼成⻑が続いています。 

 



次の 15ページをご覧ください。 

⽇本の状況です。 

COVID-19検査減少の影響がありましたが、ヘマトロジー分野の XRシリーズや⾎液凝固分野およ

び尿分野が好調です。メディカルロボットはバージョンアップモデルが好評で、第 3四半期に 5台

導⼊し、累積⼿術数は 3,314件と増加し、売上⾼は 20.1億円でした。市場からの引き合いも⾮常

に増加しています。 

 

次の 16ページをご覧ください。 

営業利益の増減要因です。 

為替の影響は、⼀番下に記載のとおり 66.6億円のプラス影響がありました。その上に記載のコメ

ントは、為替の影響を除くもので、プラス・マイナスの主な要因は記載のとおりですが、⼀部補⾜

いたします。 

原価率は、前年同期に対して 0.7ポイントの悪化でした。分解すると、前年に⾼騰した輸送費が緩

和して、0.3ポイント改善。⼀⽅、サービスコストは主に欧⽶の⼈件費⾼騰やインフレで⾼⽌まり

して、0.6ポイント悪化。プロダクトミックスは、製品の⼀部原材料価格アップにより、0.4ポイ



ント悪化しました。販売管理費のうち、労務費の増加が約 60億円と⼤きいですが、約半分が⼈員

増によるものであり、残り半分は⼈件費アップによるものです。 

⼈件費アップは、⼈的資本への投資強化ということで、⽇本では今期約 5%の賃上げを実施しまし

たし、海外では約 10%程度のアップと推計しています。事業拡⼤や直販国拡⼤、機能強化などに

伴う⼈員増強に加え、⼈材のリテンションだけではなく、付加価値、⽣産性向上のためにも、中⻑

期⽬線で⼈的資本への投資をしています。 

デジタル関連費⽤は、当社グループ全体の ITシステムの強化を 5年前から取り組んでいる⼤型プ

ロジェクトで、今期から来期にかけて、⼤きなところは完了します。研究開発費も、将来に向けた

取り組みとして重要であり、中⻑期⽬線で継続的に投資をしています。 

次に、今後の成⻑に向けた取り組みの進捗をご説明いたします。 

 

次の 18ページをご覧ください。 

新興国戦略についてです。 

インド、ブラジル、サウジアラビアにおいては、直販化や販売体制強化により、急速に売上が伸⻑

しており、中⻑期的に⼤きな成⻑を期待しています。インドの新⽣産⼯場の建設や、インド向け製



品開発の取り組みも順調に進んでおります。また、ブラジルのトレーニングセンターなど、各国地

域の状況に合わせて推進しています。新興国は、中⻑期の成⻑ポテンシャルは⾮常に⼤きく、戦略

的に取り組んでいきます。 

 

次の 19ページをご覧ください。 

既存事業の強化についてです。 

免疫分野は、⽶国でのアミロイド β検査に加え、欧州でもこの 1⽉から販売を開始しています。ま

た、さらなる免疫検査項⽬拡充のための富⼠レビオとの提携などにより、グローバル展開を加速し

ていきます。 

⾎液凝固分野においては、2023年 2⽉に締結したシーメンスとの OEM契約に基づき、いよいよ

今年 4⽉ 1⽇から、欧⽶の直販を開始する予定です。準備は順調に進んでおり、当社、欧⽶のメン

バーも⾮常にモチベーションが上がっています。 

上半期の決算説明の中で、事業のピボッティングの⽅針を出していますが、具体的な点、検討を進

めているのは、ライフサイエンス分野です。この分野の中には、すでに安定した収益源になってい

るものと、そうでないものが混在しています。 



前者は、短期的に収益性をさらに向上すべく、ビジネスのグローバル展開を進めていきます。後者

は選択と集中をする部分と、アライアンス等によるコスト削減を⾏うものがあり、本中計期間中に

収益源に変えていく考えです。今期業績へのインパクトは数億円規模と想定しておりますが、来期

は効果が⼤きくなる予定です。将来の⼤きな収益源になるように取り組んでまいります。 

 

次の 20ページをご覧ください。 

新規事業の拡⼤についてです。 

再⽣細胞医療については、12⽉に発表させていただいたメガカリオンの⼦会社化による iPS細胞

由来の⾎⼩板製剤の事業化に向けた取り組みが新しい案件です。メディカルロボット事業について

は、⼿術数が順調に増加していますし、適応拡⼤やシンガポールへの展開も進めていきます。 

次のページ、最後に、通期業績予想についてです。 



 

次の 22ページをご覧ください。 

上期の決算説明会でお話しした、下期の取り組みについて、しっかり取り組んでまいります。 

 

次の 23ページをご覧ください。 



11⽉に修正させていただきましたが、そこからの変更はありません。不確実性はいろいろありま

すが、販管費等を適切にコントロールし、通期業績達成を⽬指します。 

 

次の 24ページをご覧ください。 

予想配当額についても変更ありません。 

 



次の 25ページをご覧ください。 

本⽇公表させていただきましたが、2024年 4⽉ 1⽇に株式分割を⾏います。投資単位当たりの⾦

額の引き下げおよび株式の流動性を⾼め、より投資しやすい環境を整えるために、1株を 3株に分

割いたします。 

以上で、ご説明を終わります。 

 

以上 


